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紫式部文学賞・市民文化賞

選
考
委
員
の
出
席
の
も
と
、
十
一

月
十
七
日
旧
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
十

六
日
出
と
併
せ
て
、
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
「
源
氏
ろ
ま
ん
肌
」
が
、
市

制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
つ
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

い
ず
れ
も

格
調
高
い
作
品

宇治市長
　池本正夫

　
両
賞
の
受
賞
作
が
、
こ
こ
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
、
数
多
い
候
補
作
の
中
か
ら

厳
正
な
選
考
を
経
て
選
ば
れ
た

作
品
で
あ
り
、
紫
式
部
の
名
に

ふ
さ
わ
し
い
格
調
高
い
作
品
で

あ
る
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
に

心
よ
り
お
祝
い
申
に
王
げ
ま
す

と
と
も
に
、
選
考
委
員
な
ら
び

に
市
民
文
化
賞
に
ご
応
募
い
た

だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
様
に
、

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
両
賞
衆
ぶ
市
の
文

化
行
政
の
柱
と
し
て
大
き
ぐ
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

句
集
「
幡
」

句
集
「
幡
」

　
　
　
　
　
辻
田
　
克
己
さ
ん

〇
昔
型
教
師
で
逐
す
て
ん
と
虫

○
二
人
し
て
児
を
見
廿
に
く
る

　
柏
餅

○
桐
咲
い
て
天
に
も
無
念
あ
る

〇
体
育
の
日
を
耳
立
て
て
兎
た

○
秋
日
和
ゆ
く
先
々
で
ひ
と
に

　
迂
"
I
　
　
　
（
作
弐
ｔ
ら
）

　
　
　
　
　
◇

　
句
集
「
幡
」
は
、
「
尋
常
平

凡
の
な
か
に
詩
を
探
る
」
（
「
あ

と
が
き
」
か
ら
）
と
い
う
、
作
者

の
俳
句
観
・
人
生
観
が
鮮
明
に

表
現
さ
れ
た
作
品
で
、
句
か
ら

市民文化賞

選考委員（五十音順一敬称略）

木股知史、塩見啓子、鈴

木貞美、坪内稔典、水川

喜夫、宮城宏、山路興造
山本　治子さん

身
近
な
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ

.
ｒ
v
Ｗ
'
確
か
な
描
写
力
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
’

　
作
者
の
辻
田
克
巳
さ
ん
は
、

木
幡
南
山
に
在
住
。
昭
和
六
年

生
ま
れ
、
京
都
市
伏
見
区
出
身
。

受
賞
の
こ
と
ば

さ
ら
に
深
く
新

し
い
境
地
に
向

か
っ
て
精
進
を

辻田克巳さん

　
　
　
　
　
◇

　
歌
集
「
清
明
の
季
」
は
、
平

担
で
は
な
か
っ
た
作
者
の
半
生

に
お
け
岳
し
み
ヽ
情
熱
ヽ
ｍ

藤
が
、
あ
る
時
は
静
か
な
叙
情

に
昇
華
さ
れ
、
あ
る
時
は
物
語

性
か
獲
得
し
て
、
読
な
人
に
確

か
な
感
動
を
与
汽
る
歌
集
で
す
。

　
作
者
の
山
本
治
子
さ
ん
は
、

宇
治
塔
川
在
住
。
大
正
十
年
宇

治
市
に
生
ま
れ
る
。
治
安
維
持

　
受
賞
の
こ
と
ば

情
緒
の
あ
る

作
品
を
作
っ
て

ゆ
き
た
い

山本治子さん

京
都
大
学
文
学
部
英
文
学
科
を

卒
業
後
、
中
学
・
高
校
の
英
語
教

諭
と
し
て
勤
務
。
現
在
は
退
職

し
て
、
結
社
誌
「
幡
」
の
主
宰

者
。
俳
人
協
会
幹
事
。

　
本
格
的
に
俳
句
を
始
め
た
の

は
二
土
ハ
歳
の
時
で
、
そ
の
後

各
種
の
簒
簒
貪
。
今
回
の
受

賞
作
品
は
富
士
見
書
房
刊
。

　
今
回
の
私
の
受
賞
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
次
々
に
優
れ
た

人
た
ち
が
現
れ
、
地
域
の
伝
統

や
名
誉
の
た
め
に
、
す
ば
β
し

い
仕
事
を
残
さ
れ
る
ぷ
つ
に
な

れ
ば
、
こ
の
受
賞
も
ポ
６
に
大

竟
迪
義
を
持
つ
こ
と
に
な
る

法
改
悪
に
反
対
し
て
暗
殺
さ
れ

た
山
本
宣
治
代
議
士
の
長
女
。

手
定
の
障
害
か
ら
就
学
せ
ず
、

廓
寥
初
等
教
育
を
受
け
る
。

　
十
八
歳
の
時
、
短
歌
誌
「
潮

音
」
に
入
社
。
以
来
五
十
三
年

の
作
歌
歴
か
痔
つ
。
今
回
の
受

賞
作
は
、
第
一
歌
集
。
現
在
。

　
「
潮
音
」
幹
部
同
人
。
短
歌
誌

　
『
だ
た
ら
』
編
集
委
員
。
今
回

の
受
賞
作
は
青
磁
社
刊
。

　
短
歌
は
な
が
く
作
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
お
恥
ず
か
し
い

よ
シ
な
小
さ
な
歌
集
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
に
な
り
ま
す
な
ら
、

私
の
育
ち
ま
し
た
こ
の
美
し
い

宇
治
の
風
趣
の
歌
も
、
も
っ
と

加
え
る
べ
き
だ
っ
た
と
反
省
し

て
お
り
ま
す
。
紫
式
部
さ
ん
に

は
と
う
て
い
及
び
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
情

緒
の
あ
る
作
品
を
作
っ
て
ゆ
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
ｙ
。
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「
式
子
内
親
王
伝
」
は
、
「
玉

の
緒
よ
玲
又
な
ば
絶
え
ね
な
が
ら

へ
ば
忍
ぷ
る
こ
と
の
弱
り
な
ぞ
す

る
」
の
小
倉
百
人
一
首
の
歌
で
も

よ
く
知
ら
れ
る
歌
人
、
式
子
内
親

王
の
生
涯
を
描
い
た
評
論
で
す
。

　
彼
女
の
「
忍
ぶ
恋
１
　
の
相
手
が
、

従
来
言
わ
れ
て
き
た
藤
原
定
家
で

は
な
く
、
浄
土
宗
の
開
祖
・
法
然

で
あ
っ
た
と
い
う
仮
説
を
、
手
紙

な
ど
の
資
料
を
も
と
に
詳
細
に
検

討
し
裏
付
け
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

と
も
に
、
鎌
倉
時
代
初
頭
、
王
朝

末
の
動
乱
期
に
生
き
た
彼
女
の
生

涯
と
そ
の
内
面
を
、
作
者
の
思
い

を
重
ね
な
が
ら
熱
く
描
い
て
い
ま

す
。

　
選
考
委
員
会
で
は
、
こ
の
作
品

の
、
①
資
料
が
丹
念
に
調
べ
ら
れ

て
い
る
こ
と
　
②
式
子
の
歌
の
解

釈
に
慄
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と

③
忍
ぶ
恋
の
相
手
が
法
然
で
あ
る

こ
と
夕
伍
］
証
し
て
い
く
面
白
さ

④
作
者
の
、
こ
の
作
品
に
対
す
る

思
い
入
れ
の
深
さ
な
ど
の
点
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
者
の
石
丸
晶
子
さ
ん
は
、
昭

和
十
年
生
次
れ
、
東
京
都
出
身
で

東
京
大
学
大
学
院
を
修
了
し
、
現

在
は
東
京
経
済
大
学
教
授
（
日
本

文
学
専
攻
）
。
「
万
葉
の
女
た
ち
男

た
ち
」
「
法
然
の
手
紙
－
愛
と
い
た

わ
り
の
言
葉
」
な
ど
の
著
書
が
あ

り
ま
す
。
東
京
・
を
並
区
在
住
。

受
賞
作
品
は
朝
日
新
聞
社
刊
。

Ｏ
選
考
委
員
（
五
十
音
順
・
敬

　
称
略
）

　
梅
原
猛
、
大
庭
み
な
子
、

　
瀬
戸
内
寂
聴
、
竹
田
青
嗣
、

　
多
田
道
太
郎

受
賞
の
こ
と
ば

今
後
も
こ
の
受
賞
を
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
仕
事
を

石丸晶子さん

　
式
子
の
歌
に
は
、
病
弱
で
あ

っ
た
二
十
代
の
半
ば
に
出
会
い
、

生
存
の
不
安
や
あ
き
ら
め
切
れ

ぬ
人
生
の
欲
求
忿
透
明
感
の
あ

る
表
現
で
詠
ん
で
い
る
こ
と
に

強
ぐ
ル
か
れ
ま
し
た
。
巣
、
折

　
「
式
子
内
親
王
伝
」
は
、
そ
ん

な
私
か
数
年
前
、
式
子
に
あ
て

た
法
然
の
返
書
忠
心
み
、
二
人

の
間
に
強
い
人
間
的
５
　
存
在

し
た
こ
と
を
知
っ
て
、
彼
女
の

生
涯
に
ま
つ
わ
乱
が
Ｉ
挙
に

と
け
る
思
い
の
シ
ち
に
執
筆
い

た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
の
受
賞
を
ス
テ

″
プ
と
し
て
、
紫
式
部
の
名
を

辱
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
よ

に
ふ
れ
、
彼
女
の
生
涯
に
想
い
　
う
に
仕
事
を
し
て
参
り
た
い
と

政
写
る
ぷ
つ
に
な
り
ま
し
た
。
思
い
ま
す
。

歌集　｢清明の季｣○
宇
治
川
の
し
ら
み
そ
め
た
る

　
波
の
秀
に
か
す
か
に
ひ
び
く

　
あ
か
っ
き
の
鐘

○
茶
畠
に
消
え
の
こ
る
雪
む
ら

　
さ
き
の
光
ほ
の
か
に
一
夜
か

　
あ
ら
む

○
人
み
な
の
声
や
さ
し
く
て
は

　
た
達
し
夜
を
い
ざ
な
ふ
草
む

　
ら
の
風
　
　
（
作
品
や
ら
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

市
政
だ
よ
り
1
1
月
1
1
日
号
は
、
1
1
月
1
0
日
（
日
）
に

新
聞
折
折
り
込
み
し
ま
す
。

第１回受賞作が決まる

文
学
賞
　
石
丸
さ
ん
「
式
子
内
親
王
伝
」

市
民
文
化
賞
　
山
本
さ
ん
「
清
明
の
季
」
　
辻
田
さ
ん
「
幡
」

　
本
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
平
成
一
面
影
び
と
は
法
然
」
。
「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」

二
年
度
に
創
設
さ
れ
た
、
「
紫
式
部
文
学
賞
」
　
に
選
ば
れ
た
の
は
、
辻
田
克
巳
さ
ん
の
句
集

「
紫
式
部
市
民
文
化
賞
」
の
第
一
回
受
賞
作
品
　
　
「
眼
」
と
、
山
本
治
子
さ
ん
の
歌
集
「
ボ
耐

が
決
ま
り
ま
し
た
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
季
」
の
二
作
品
で
す
。

　
　
「
紫
式
部
文
学
賞
」
に
選
ば
れ
た
の
は
、
　
　
　
両
賞
の
受
賞
式
は
、
今
月
十
七
日
剛
、
文

石
丸
晶
子
さ
ん
の
評
論
「
式
子
内
親
王
伝
－
　
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　 文
学
賞
「
式
子
内
親
王
伝

　
　
　
　
面
影
び
と
は
法
然
」

　
　
　
　
　
　
　
石
丸
　
晶
子
さ
ん

歌
集
　
｢
清
明
の
季
｣

　
　
　
　
　
　
山
本
　
治
子
さ
ん

市民文化賞

辻
田
克
巳
さ
ん
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公民館で　会いましょ

う

　
お
し
ゃ
べ
り

　
国
際
交
流
講
座

　
心
の
通
い
合
う
国
際
交
流
・
国

際
理
解
を
深
め
、
外
国
か
ら
の
留

学
生
が
地
域
社
会
の
中
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
な
ど
、
家
庭
や
地

域
か
『
国
際
化
』
さ
れ
る
基
磯
つ

く
り
を
目
指
し
毒
了
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
下
表
の
と
お

り
。
時
間
は
午
前
1
0
時
～
正
午
［
５

講
は
午
前
ｎ
］
時
～
午
後
２
時
）
▼

と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
▼
対
鰍
：

市
民
▼
定
員
・
＝
先
着
3
0
人
▼
参
加

費
・
：
無
料
（
パ
エ
回
１
の
実
費

約
1
0
0
0
円
必
要
）
▼
申
し
込

み
…
同
館
へ
電
話
か
来
館
で
▼
協

　
童
謡
講
座

　
気
持
ち
を
な
ご
ま
せ
、
心
夕
豊

か
に
し
て
く
れ
る
童
謡
夕
薬
し
み

ま
す
。
『
赤
と
ん
侈
「
里
の
秋
」

　
『
ペ
チ
カ
』
な
ど
の
ほ
か
、
宇
治

を
題
材
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　
『
報
恩
雀
』
に
も
挑
戦
し
柔
ｙ
。

　
▼
と
き
・
・
・
１
１
一
月
Ｈ
日
間
・
2
5
日

側
と
1
2
月
２
日
側
・
９
日
間
・
1
8

日
團
、
５
回
。
時
間
は
午
前
1
0
時

１
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館

▼
対
象
・
・
・
市
民
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0

人
▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
講
師
…
声

楽
家
・
中
島
芳
美
さ
ん
、
同
・
烏

越
真
弓
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
教
師
・
西

村
光
代
さ
ん
▼
申
し
込
み
…
同
館

へ
電
話
か
来
館
で
。

　
版
　
画
　
教
　
室

　
〈
木
版
で
年
賀
状
づ
く
り
〉

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
1
6
日
山
・
3
0
日

山
の
２
回
、
午
後
１
時
半
～
４
時

半
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民
館
▼
対

象
・
：
市
民
（
親
子
も
可
）
▼
定
員
・
：

先
着
3
0
人
▼
材
料
費
・
：
３
０
０
円

▼
持
ち
物
・
：
彫
刻
刀
、
バ
レ
ン
、

水
彩
画
用
具
一
式
、
図
案
ｙ
甲
し

込
み
…
1
3
日
團
ま
で
に
同
館
へ
電

話
か
来
館
で
▼
主
催
・
：
宇
吟
公
民

館
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
。

　
市
民
講
座

　
南
山
城
の
民
俗
と
芸
能

　
収
穫
や
安
全
を
感
謝
・
祈
願
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
、

今
に
受
け
継
が
れ
て
来
た
民
俗
・

芸
能
行
事
の
中
か
ら
、
南
山
城
地

方
の
も
の
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
。
時
間
は
午
前
1
0
時
～
正
午

おしゃべり国際交流の日程・内容

＼ 月日 内　　　　容 講　師

１
11/16

　(土) 不思議の国の日本人 フィリソプス大学孚長スング･レイ･ブーさん

２
11/22

　(金) 今、中国は／　―最新リポートー 小倉公民館職員

３
ll,/3O

　(土) 外国人留学生の実像
京都ホストファミリー協会
　白石　厚子さん

４
12/ 7

　(土)

再発見､日本の文化と伝統Ｉ

　一日本料理にみる心一
料il旅館経宮
　梅村　岳伸さん．

５
12/14

　(土) 外国人留学生との　　交流パーティー /
６
1/11
(±)
再発見.臼本の文化と伝統II

一宇治茶のルーツ〈見学〉一

茶問屋

　上林　春松さん

７
1 /18

(土)

アジア･アフリカからの声

　一欧米だけでない交流一

アジア・アフリカ

からの留学生３人

８ 1/25(土)
英語は第２母国語

　一一やさしい英会

？
舌一

フィリップス大学教授

ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾚﾃﾘｸｿﾝさん

９
2／1

出 ホームステイは
　　楽しい゛驚き。

;r-ームステイ家庭
　木曽三津子さん
　服部　和貴さん

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

1
1
月
の
催
し
　
　

　
親
子
木
工
教
室

《
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
を
作
る
》

　
十
一
月
二
十
三
日
㈲
・
二
十
四

日
㈲
に
開
く
、
開
館
五
周
年
記
念

　
「
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
一
つ
で
す
。
詳

し
く
は
十
一
日
付
市
政
だ
よ
り
で
。

　
▼
と
き
…
‥
Ｈ
月
2
4
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
’
Ｊ
と
こ
ろ
・
：
大

久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
・
・

市
内
在
住
の
小
学
４
年
生
～
中
学

生
と
そ
の
親
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
組

▼
持
ち
物
・
・
・
昼
食
▼
参
加
費
・
・
・
無

料
▼
申
し
込
み
・
：
同
セ
ン
タ
ー

（
豊
4
4
・
7
4
4
7
）
へ
電
話
か
来

館
で
。
㈲
こ
の
教
室
は
京
都
府
国

産
材
需
要
拡
大
地
域
活
動
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
。

　
お
は
な
し
会

▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公
民
館
▼
対
象

…
市
民
か
市
内
在
勤
の
人
▼
定
員

・
：
先
着
5
0
人
▼
参
加
費
…
無
料
▼

申
し
込
み
・
：
２
日
出
か
ら
、
同
館

へ
電
話
か
来
館
で
。

南山城の民俗と芸能の日程・内容

＼ 月日 内　　　容 講　師

１ ll/20{*)
南方文化の来た道

南山城の来訪神と居寵り神事

ｨﾑ教大孚非常勤講師

　礒永　和貴さん

２ 11/29(金)
大幣神事

　幕末■稚新期を中心に
市歴史資料館員

３ 12/5 (金)雨乞いと芸能
府文化財保護課専門昌

　植木　行宣さん

４12/12和宮座と翁舞
京都市歴史資科館主幹
　山路　興造さん

　
木
幡
公
民
館
ま
つ
り

　
　
　
第
２
部
・
第
３
部

　
木
幡
公
民
館
で
活
躍
す
る
サ
ー

ク
ル
や
団
体
、
地
域
で
学
習
・
文

化
活
動
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が

困
、
午
後
３
時
半
～
４
時
▼
と
こ

ろ
：
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
・
・
・
幼
児
と
小
学
校
低
学
年
▼

▼
と
き
：
1
1
月
1
3
日
出
・
2
7
日
　
申
し
込
み
・
：
直
接
必
］
場
へ
。

市
民
体
育
課
か
ら
の
お
知
ら

せ

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
：
｛
‥
‥
一
月
３
日
間
ｌ
午
前

1
0
時
～
正
午
、
2
1
日
閑
＝
午
後
１

時
半
ｙ
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

公
民
館
▼
内
容
・
：
基
本
ス
テ
″
プ

ほ
か
▼
参
加
費
…
３
０
０
円
▼
持

ち
物
・
：
体
育
館
用
か
ゴ
ム
底
の
靴

▼
申
し
込
み
…
直
接
会
場
へ
▼
問

い
合
わ
せ
…
中
塚
茂
さ
ん
（
豊
2
2
・

2
9
4
8
）
へ
。

宇
治
文
庫
3

　
『
巨
椋
池
』
を
発
刊

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
十
一
月
　
面
の
水
を
た
た
え
て
い
た
巨
椋

八
日
溺
か
ら
、
宇
治
文
庫
３
『
巨
　
池
が
「
大
池
」
と
呼
ぼ
れ
た
江
戸

椋
池
」
を
発
売
し
ま
ず
。
ヽ
　
　
　
時
代
を
中
心
に
、
古
文
書
や
古

　
宇
治
文
庫
は
、
宇
治
の
歴
史
　
絵
図
舎
わ
か
り
や
す
く
解
読
し

と
文
化
を
さ
ま
孝
ま
な
視
点
か
　
な
が
ら
、
漁
師
欠
皆
拓
池
と

ら
取
り
扱
っ
て
い
る
も
の
で
、
　
そ
の
周
り
で
暮
β
し
た
人
々
の

本
書
は
そ
の
三
冊
目
で
す
。
　
　
営
み
か
詳
し
ぐ
書
い
て
い
季
ｙ
。

　
か
つ
て
宇
治
市
の
西
部
に
満
　
　
文
中
に
は
図
版
や
写
真
か
多

第11回木幡公民館まつりの日程・内容

＼ 催し物 日　時 内　　　　容

第

２

部

集　　　い
　11/IO(B)

午前lO時~午ill時

親子体操・健康体操、空手、
大型紙芝居、舞踊、フォーク
ダンス、コーラス、太極拳、

謡曲、歌、詩吟などのサーク
ル活動の発表

カラオヶ大会
　ll/lC(日)

午後1時半～3時半
町内会、自治会申込者

模　擬　店
　11/1O(日)

午S511時～午■ti時
きつねうどん、ぜんざい、
コーヒーとクッキー、紅茶と
クッキー(いずれも有料)

第

３

部

作品展示

　11/16(土)

午(59時~午iJ4時
絵画・陶芸・ちぎり絵・パッ
チワーク・手染め・木工・書
道・俳句・手芸品・学習発表
ほか

　11/17(日)

午Sy9時～午ii3時半

模　擬　店

　11/16(±)

午前105?～午後2時 抹茶と和菓子（有料）

　11/17日)

午前II時～午後2時

山菜ごはん､おでん､焼きそば

ぜんざい、お茶席(午ma時-)
(いずれも有料)

一
年
間
の
成
果
を
発
表
し
、
交
流

を
深
め
未
了
。
な
お
、
菊
花
展
は

一
日
溺
で
終
了
。
第
三
部
の
出
品

作
品
は
、
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
季
子
。

　
▼
出
品
作
品
…
手
工
芸
品
な
ど

（
人
～
点
）
▼
応
募
資
格
・
：
市
内

在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア
で
、
ほ
か
に

発
表
の
場
の
な
い
人
▼
申
し
込
み

・
：
Ｈ
日
囲
ま
で
に
木
幡
公
民
館
へ
。

　
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
１
１
一
月
1
0
日
間

（
雨
天
の
場
合
は
1
7
日
間
）
午

前
８
時
4
0
分
、
近
鉄
大
久
保

駅
前
集
合
▼
行
程
・
：
橿
原
神
宮
前

↓
飛
鳥
寺
↓
石
舞
台
古
墳
↓
川
原

寺
跡
↓
飛
鳥
駅
↓
大
久
保
駅
解
散
、

約
1
2
＊
▼
持
ち
物
…
昼
食
、
雨
具
、

水
筒
な
ど
。
交
通
費
は
各
自
負
担

▼
問
い
合
わ
せ
・
：
木
村
長
次
さ
ん

（
豊
2
1
・
3
6
3
3
）
へ
。

小
倉
公
民
館

小
ま
つ
り

　
小
倉
公
民
館
で

活
動
す
る
サ
ー
ク

ル
が
中
心
に
な
っ

て
、
活
動
の
成
果

を
発
表
し
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
交
流

奎
採
め
ま
す
。
な

お
、
次
の
催
し
へ

の
参
加
は
事
前
に

同
館
へ
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　
〈
こ
ど
も
イ
モ
ほ

り
大
会
〉

　
▼
と
き
…
Ｈ
月

1
7
日
間
、
午
前
1
0

時
～
正
午
（
２
部

第11回小倉公民館小まつりの日程・内容

く
掲
載
し
、
読
み
や
す
く
工
夫

し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
干
拓

さ
れ
た
現
在
の
姿
公
見
て
歩
く

コ
ー
ス
も
紹
介
し
て
お
り
、
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
郷
土
史
学

習
の
教
材
と
し
て
も
最
適
で
す
。

　
体
裁
は
Ａ
５
変
寸
、
百
二
十

ペ
ー
ジ
。
定
価
は
七
百
円
で
す
。

　
歴
史
資
料
館
。
社
会
教
育
課
、

各
公
民
館
吊
央
公
民
館
m

く
）
、
観
光
セ
ン
タ
ー
で
発
売

し
康
す
。
問
い
合
わ
せ
は
歴
史

資
料
館
（
豊
2
0
・
1
3
1
1
）
へ
。

制
）
▼
対
象
・
・
・
幼
児
よ
学
生
▼

参
加
費
・
：
２
０
０
円
。

　
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

　
料
理
教
室

　
手
軽
に
、
一
味
違
っ
た
お
も
て

な
し
が
で
き
、
パ
ー
テ
ィ
ト
上
手

に
な
る
た
め
の
教
室
で
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
…
①
１
１
一
月
2
0
日

出
―
和
風
料
理
と
お
話
②
2
9
日
胞

―
洋
風
料
理
。
時
間
は
午
前
９
時

半
ト
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
広
野
公
民

館
▼
対
象
…
市
民
▼
定
員
・
・
・
先
着

叩
一
人
▼
材
料
費
・
・
・
８
０
円
（
２

回
分
）
▼
講
師
・
・
・
管
理
栄
養
士
・

司
馬
正
子
‘
兄
▼
保
育
・
・
・
満
―
歳

以
上
の
幼
児
欠
…
父
ま
で
。
お
や

つ
代
１
０
０
円
必
要
▼
申
し
込
み

・
・
・
同
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

ぐるめランドＵｊｉ

`
9
1
宇
治
市

の
農
業

91宇治市の農

業　開催 　

市
内
で
生
産
さ
れ
る
農
産
物
　
た
料
理
の
展
示
と
試
食
、
低
温

を
知
り
、
農
業
へ
の
理
解
を
深
　
倉
庫
見
学
と
米
俵
当
で
ク
イ
ズ

め
て
い
た
だ
ぐ
た
め
に
開
催
し
　
　
（
賞
品
あ
り
）
、
地
場
農
産
物
の

未
了
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
展
示
と
即
売
、
し
い
だ
け
菌
打

　
▼
と
き
・
：
1
1
1
月
1
0
日
面
、
午
　
ち
体
験
、
卵
つ
か
み
ど
り
（
先

前
1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
　
着
５
０
叉
、
右
記
の
引
換
券

・
：
宇
治
市
農
協
本
店
（
北
宇
治
　
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）
▼
問
い

中
学
校
北
側
）
▼
内
容
…
農
家
　
合
わ
す
：
農
林
茶
業
課
（
内
線

と
消
費
者
と
の
交
流
会
（
午
後
　
２
８
９
）
へ
。

Ｌ
時
～
）
、
米
や
野
菜
奎
便
っ

卵
つ
か
み
引
換
券

三枝辰也さん

11月は全国青少年健全育成強調月間

第10回｢中学生の主張｣大会を開催

NHK「中学生日記｣チーフディレクター･三枝さんの講演も

　
十
一
月
は
全
国
青
少
年
健
全

育
成
強
調
月
間
。
明
日
の
社
会

を
担
う
青
少
年
が
心
身
共
に
健

全
に
成
長
す
る
こ
と
は
、
す
べ

て
の
市
民
の
願
い
で
す
。

　
青
少
年
が
自
分
の
カ
タ
干
分

に
発
揮
す
る
に
は
、
自
ら
の
努

力
は
も
と
よ
り
、
伸
び
ふ
フ
と

す
る
芽
を
襲
琴
豚
で
は
ぐ
ぐ

ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
こ
れ
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
乖
ｙ
。

　
市
で
も
、
こ
の
月
間
中
に
、

▲昨年の｢中学生の主張大会｣

禦皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
〈
市
制
施
行
4
0
周
年
記
念
・
第

1
0
回
宇
治
市
「
中
学
生
の
主
張
」

大
会
〉
Ｈ
月
９
日
出
、
午
後
１

時
半
～
４
時
半
。
文
化
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
で
。

　
◆
中
学
生
の
意
見
発
表
…

　
　
「
社
会
の
た
め
、
私
の
や
り

　
た
い
こ
と
」
「
中
学
生
と
し

　
て
訴
え
た
い
こ
と
」
「
い
ま

　
家
庭
・
学
校
生
活
で
考
凡
る

　
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
内

‘
各
中
学
校
の
代
表
叉
か
ら
。

　
◆
記
念
講
演
…
「
中
学
生
は

　
い
ま
」
（
。
中
学
生
日
記
‥
制

　
作
租
ぷ
ら
）
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名

　
古
屋
放
送
局
チ
ー
フ
デ
ィ
レ

　
ク
タ
ー
・
三
枝
辰
也
さ
ん
。

　
〈
青
・
少
年
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
宇

治
運
動
〉
１
９
一
月
１
日
間
、
午
前

９
時
1
1
1
時
。
府
立
宇
治
公
園

と
市
内
各
所
で
。

1320

白バラ講演会
「
ボ
ク
が
触
れ
た
す
ば
ら
し
き
ニ
ッ
ポ
ン
」

講
師
　
ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
さ
ん

入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）
手
話
通
訳
あ
り

　
整
理
券
は
市
役
所
玄
関
受
付
、
各
公
民
館
、
各
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

中
央
図
書
館
と
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す

保
育
室
あ
り
（
２
歳
以
上
・
電
話
で
申
し
込
み
を
）

問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
内
線
４
３
１
）
へ

午後1時半～4時11月30日(土)

文化センター小ホール

主催宇治市明るい選挙推進協講会･宇治市選挙管a委員会

＼ 月　日 時間 内　　　　容

展

－不

11/ia丿
午荊o特-

　午i友4時 菊花展「小菊盆栽サークル」､パッチワーク展「パッチワークサークル」、
書展示「舎道サークル」、民話展示･
宇治山城の民話８号販売「民話サー
クル」11/17旧)

午!ilO時-

午後3時半

集い
11/17聞

午前lO時~

　　正午

こどもイモほり大会
　　　(各賞あります)

模

擬

店

＊タンメン(200円）2日間とも午前11時～午後2時

　中国語サークル「ｲﾎ好」主催

I ， . ‘ ･ 。 … … … u ・ - , ヽ に ･ . - , ‘ ･ 4 ふ . ･ ， ･ ･ 1 ･ . - . ･ ･ ● , ･ ･ r ､ ･ ･ , ･ f ･ ･ r ･ . ･ ' ･ 1 7 1 ･ . e ･ J " ･ . ‘ ヽ ･ J ｀ y ･ 1 … … … … … … ｀ i . - ･ ･ ， ぃ ･ ･ ･ ･ . . ゛ ' ｀ : I J ' ･ ･ ^ a : ; : ; !

テ
レ
ビ
広
報
さ
わ
や
が
宇
治
～
み
ん
な
で
考
え
る
長
寿
社
会

小
倉
公
民
館

　
ｅ
ａ
-
４
６
８
７

宇
治
公
民
館
　

電
話
2
1
・
２
８
０
4

木
幡
公
民
館

電
話
3
2
・
8
2
9
0

広
野
公
民
館

電
話
4
1
・
７
４
５
０

中
央
公
民
館

電
話
2
0
・
1

4
1
1
　



市
民
の
ひ
ろ
ば
　
市
役
所
の
代
表
番
号
電

話
2
2
.
3
1
4
1
で
す

ス
ポ
ー
ツ

　
●
一
Ｉ
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
6
日
出
、
午
後

Ｌ
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
璧
体
育
館
▼
対
象
・
・
Ｂ
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定

員
・
・
・
各
先
着
3
0
人
▼
受
講
料
・
・
・
1

0
0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込

み
…
３
日
㈲
、
午
前
９
時
か
ら
同

館
（
a
3
3
・
4
0
0
1
）
へ
。
顔

写
真
（
３
ｔ
ｘ
２
・
５
り
）
が
必
要
。

　
健
康
エ
ア
ロ
ダ
ン
ス
教
室

　
▼
と
き
・
：
‥
１
１
月
1
2
日
～
1
2
月
1
0

日
の
毎
週
火
曜
、
午
後
７
時
半
～

９
時
。
５
回
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤

労
者
福
祉
会
館
▼
講
師
…
久
保
理

恵
子
霖
ん
▼
定
員
・
・
・
先
着
3
0
人
▼

受
講
料
・
・
・
１
５
Ｊ
Ｏ
円
▼
準
営
皿

・
：
運
動
の
で
き
る
服
装
、
室
内
用

運
動
靴
▼
申
し
込
み
…
1
0
日
面
ま

で
に
同
館
（
豊
4
6
・
0
7
8
0
）
へ
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●

健
康

　
　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
健
　
康
　
教
　
室

　
▼
と
き
…
1
1
月
1
5
日
～
1
2
月
1
3

日
の
毎
週
金
曜
、
午
前
1
0
時
～
正

午
。
５
回
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
南
勤
労

者
福
祉
会
館
▼
内
容
・
：
体
操
な
ど

▼
講
師
・
・
・
南
村
照
子
さ
ん
▼
定
員

…
先
着
3
0
人
▼
受
講
料
・
：
1
5
0

0
円
▼
準
備
品
・
：
運
動
の
で
き
る

服
装
、
室
内
用
運
動
靴
▼
申
し
込

み
・
：
1
0
日
面
ま
で
に
同
館
（
き
4
6
・

0
7
8
0
）
へ
。

　
第
1
5
回
糖
尿
病
の
集
い

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
1
6
日
出
、
午
前

1
1
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城

陽
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
旧
国
道
2
4

号
線
新
池
西
３
０
０
む
）
▼
内
容

・
・
・
○
講
演
―
「
糖
尿
病
治
療
の
目

標
」
大
阪
医
科
大
学
第
一
内
科
・
北

岡
治
子
さ
ん
Ｏ
栄
養
士
の
話
、
食

品
展
示
、
相
談
、
体
操
な
ど
▼
参
加

・
：
無
料
。
当
日
直
接
会
場
へ
▼
昼

食
・
：
４
０
０
円
。
希
望
の
人
は
1
2

日
困
ま
で
に
宇
治
久
世
医
師
会
事

務
局
（
S
2
2
・
6
4
8
7
）
へ
。

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

福
祉
・
年
金

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
・
●

　
町
宇
泊
福
祉
ま
つ
り

　
～
と
も
に
築
こ
う

　
　
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
～

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
0
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
と
そ
の
周
辺
▼
内
容

・
・
・
パ
レ
ー
ド
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
福

大
久
保
町
南
ノ
ロ

　
。
石
迫
　
岳
紘
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
Ｈ
２
・
1
0
・
―
①

1
1
月
9
日
（
土
）
1
0
：
1
5
～
1
0
：
3
0
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
　
Ｕ
Ｈ
Ｆ
3
4
c
h

」
）
）
ら
夭
人
ま
で
▼
内
容
・
・
・
昔
話
、
絵

本
、
物
語
な
ど
の
素
話
▼
参
加
費

・
：
無
料
▼
問
い
｛
Ｂ
せ
・
・
大
西
雅

子
‘
兄
（
豊
2
4
・
4
8
0
7
）
へ
。

　
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

お
知
ら
せ

　
●
●
●
●
●

研
究
会

　
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
方

　
▼
と
き
・
：
Ｈ
月
1
2
日
叫
、
午
後

Ｌ
時
半
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都

麿
落
総
合
霊
気
宇
治
若
森
７

１
６
）
１
階
会
議
室
▼
テ
ー
マ
・
・
・

環
境
に
や
さ
し
い
暮
β
に
芳
ト
食

用
油
の
正
し
い
使
い
方
と
廃
食
用

油
の
適
正
な
処
理
左
訟
考
え
る

▼
対
象
…
市
民
▼
参
加
費
・
：
無
料

▼
申
し
込
み
・
・
・
京
都
府
宇
冶
地
方

振
膳
局
商
工
課
（
豊
2
1
・
2
1
0

3
）
へ
電
話
で
▼
保
育
・
：
必
要
な

人
は
申
込
時
に
併
せ
て
。

　
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

　
　
「
指
名
手
配
犯
人
検
挙
強
化
月

間
」
の
十
一
月
中
に
、
宇
治
警
察

署
で
は
「
捜
喜
錫
に
対
す
る
市

民
の
理
解
と
協
力
確
保
及
び
指
名

手
配
犯
人
検
挙
強
隻
錫
」
夕
実

施
。
犯
罪
捜
査
や
事
件
の
通
報
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
協

力
を
お
願
い
し
示
ｙ
。
詳
し
ぐ
は

同
署
（
豊
2
4
・
1
1
1
1
）
へ
。

ＯＡ講座の日程・内容

講座名 期間 曜日時間 回数(回)定員(人)
受講料
　(円)

ワープロ

　　(初級)

11/18～

　12/5
月･木
18:30～

　21:00 ６ 10 7.800
ワープロ

　　(初級)
11/29～

　12/17
火･金
18:30～

　21:00
ａ 10 7.800

ワープロ

　　(初級)
11/12～

　11/22

月･火

木･金

9:30～

　15:30 ７ 13 10.000
ワープロ

　　(初級)
12/4～

　12/25
水･土 18:30~
　21:w〕 ６ 20 7.800

ワープロ

　　(中級)

11/25～

　12/3

月･火

木･金
9:30～

　15:30 ６ 13 8.800
ワープ･口

　　(中級)

12／8～

　2／2 日
13:00～

　15:30
８ 20 10.400

パソコン

(ﾛｰﾀｽ1-2-3中勒

11/25～

　12/12
月･木
18:30～

　21:00 ６ 20 7.800
パソコン

抒ﾍﾞｰｽ１中靭

11/17～

　12/22 日 13:00~　15:30 ６ 10 7.800
パソコ･ン
　(dBASEm)

11/29～

　1/17
火･金
18:30～

　21:00 12 10 15,600

　
ｏ
　
Ａ
　
講
　
座

　
城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
は
、
右
表
の
講
座
奎
竹
い
未
了
。

申
１
　
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
（
き
4
6
・
ｏ
６
ａ
）
へ
。

　
就
学
時
の
健
康
診
断

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
。
‘
・
ル
ｔ
一
月

五
日
脚
か
ら
農
学
時
の
健
康
診
断

を
各
小
学
校
ｆ
仔
い
未
了
。

　
来
年
四
月
に
小
学
校
に
入
学
ず

る
の
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
二
日

か
ら
一
〈
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児
。
対
象
と
な
る
子

供
の
保
護
者
に
は
、
既
に
通
知
し

て
い
ま
す
。
必
ず
受
診
鴛

　
な
お
、
通
知
が
届
い
て
い
な
い

人
は
、
学
校
教
育
爽
（
内
線
４
６

９
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
宇
治
都
市
計
画
地
区
計
画

　
の
決
定
の
案
の
縦
覧

　
都
市
計
画
法
十
七
条
に
稀
つ
い

て
、
次
の
計
画
案
を
縦
覧
し
ぶ
チ
。

　
▼
期
間
・
・
・
Ｈ
月
1
5
E
倒
ま
で
▼

と
こ
ろ
…
都
市
計
画
課
（
内
線
３

５
３
）
▼
計
画
案
…
都
市
計
画
吹

前
地
区
計
画
（
宇
治
市
決
定
）
、

面
積
２
・
３
ｈ
。

定期I*車券を購入する場合、５割引きになります。

パートタイム労働旬間

11月1日（金）～10日(日)

｢指針で自信！パート･と会社の信頼づくリ！｣

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
年

々
増
加
し
、
そ
の
仕
事
内
容
も

補
助
的
な
業
務
か
ら
基
幹
的
業

務
へ
広
か
っ
て
い
未
丁
。
し
か

し
、
そ
の
処
遇
や
労
働
条
件
に

は
多
く
の
問
題
が
あ
り
、
労
働

省
は
平
成
元
年
に
「
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
指
針
」
か
定
め
、
普

及
と
定
着
に
冊
め
て
い
未
了
。

　
そ
の
内
容
に
は
、
▽
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
に
は
、
労
働
基

準
法
な
丿
労
働
者
保
護
法
令
が

適
用
鳶
笛
　
▽
パ
ー
ト
タ
イ

ム
労
働
者
の
労
働
条
件
の
明
確

化
の
た
め
、
使
用
者
が
雇
い
入

れ
の
際
に
、
「
雇
入
通
知
書
」
を

労
働
者
に
交
付
す
る
こ
と
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
針
」

に
関
す
る
問
い
〈
Ｂ
せ
は
京
都

婦
人
少
年
室
（
豊
Ｏ
７
５
・
２
４

１
・
０
８
４
）
、
京
都
労
働
基

ｍ
ｉ
ｂ
０
７
５
一
２
４
１
・
｀
ｊ

２
１
１
）
、
城
南
パ
ー
ト
サ
テ
ラ

イ
ト
（
a
4
6
・
4
0
1
0
）
へ
。

成
人
歯
科

健
康
診
査

2
0
以
上
の
市
民
を
対
象
に

　
市
で
は
、
京
都
府
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
成
人
歯
科
健
康
診

査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
成

人
期
以
降
の
歯
の
喪
失
の
原
因

と
な
る
歯
周
疾
患
な
ど
の
早
期

発
見
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、

治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気
軽

に
お
申
し
込
み
を
。

　
▼
日
程
…
Ｈ
月
1
1
日
側
'

C
M

日
㈹
、
1
4
日
團
、
1
5
日
面
、
1
8

日
囲
。
1
9
日
叫
、
2
1
日
團
、
2
2

日
岡
1
2
月
～
３
月
の
毎
週
木

曜
（
１
月
２
日
は
除
く
）
。
午

申込はがき(用紙)

の書き方

成人歯科健診申込書

氏名（ふりがな）　性別

年齢

11/1
1（から

実施

後
Ｌ
時
半
Ａ
時
半
（
時
間
指

定
し
濠
ｙ
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
定
員

・
・
・
2
0
歳
以
上
の
市
民
・
１
日
2
0

人
▼
費
用
・
：
無
料
▼
申
し
込
み

・
：
左
記
の
よ
フ
に
記
入
し
高
齢

者
福
祉
課
（
〒
Ⅲ
宇
治
琵
琶
3
3
）

へ
は
が
き
か
封
書
で
、
ま
た
は

同
課
窓
口
へ
直
接
▼
受
診
：
市

か
ら
送
付
す
る
問
診
票
に
記
入

し
指
定
の
時
間
に
心
一
場
へ
▼
問

ｋ
Ｂ
せ
・
・
・
同
課
健
康
管
理
係

（
内
線
３
６
０
、
５
０
５
）
へ
。

日
　
日

月

月

生年月日

住　　所

電話番号

第１希望

第2希望

1321

祉
の
店
、
バ
ザ
ー
ほ
か
▼
問
い
合

わ
せ
・
・
・
社
会
福
祉
協
議
会
（
豊
2
2
・

5
6
5
0
）
へ
▼
主
催
・
・
・
社
会
福

祉
協
議
会
、
宇
治
市
ボ
ラ
ン
テ
″

ア
活
動
推
進
協
議
会
。

　
社
会
保
険
相
談
所

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
1
1
月
８
日

倒
＝
小
倉
公
民
館
、
2
2
日
廊
ふ

野
公
民
館
。
午
後
１
時
～
４
時
。

　
母
子
家
庭
の
母
親
に

　
半
日
人
間
ド
ッ
ク

　
母
子
家
庭
の
母
親
と
寡
婦
の
健

康
管
理
の
一
助
と
し
て
実
施
。

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
…
1
1
月
９
日
出
、
午
後

３
時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央

図
書
館
集
会
室
▼
対
象
・
：
子
供
か

　
平
成
四
年
度
の
保
育
所
入
所

申
請
の
受
け
付
け
を
行
い
未
了
。

　
〈
新
規
の
場
合
〉

　
▼
対
象
・
・
・
平
成
４
年
４
月
１

日
現
在
、
生
Ｍ
６
ヵ
月
以
上
６

歳
未
満
の
乳
幼
児
で
、
保
護
者

が
家
庭
ま
た
は
外
で
仕
事
を
し

て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
保
育

が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
季
ｙ
。

　
▼
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
・
・
・

申
込
用
紙
は
Ｕ
月
1
2
日
㈹
か
ら
、

各
保
育
所
（
園
）
と
、
保
育
課
で

お
渡
し
し
濠
ｙ
。
申
請
に
は
、

母
親
の
「
ｗ
職
証
明
書
」
な
ど

保
育
で
き
な
い
旨
の
証
明
書
が

必
要
で
す
。
早
め
に
ご
用
意
鴛

　
▼
入
所
受
付
日
と
場
所
・
・
・
下

表
の
日
程
で
集
中
受
け
付
け
を

行
い
未
丁
。
や
む
を
得
な
い
事

情
で
指
定
Ｅ
に
申
し
込
み
が
で

壹
防
人
は
、
Ｄ
一
月
2
7
日
圖
の

午
後
５
時
ま
で
、
保
育
課
で
受

け
付
け
象
す
。

　
〈
引
き
続
き
入
所
希
望
の
場
合
〉

　
平
成
４
年
度
も
引
痙
誓
叉

所
公
搦
掌
る
人
は
、
入
所
申

請
書
と
保
育
で
き
な
い
旨
の
証

明
書
な
ど
沢
1
2
月
９
日
側
～

1
2
日
因
に
、
現
在
入
所
中
の
保

育
所
（
園
）
へ
提
出
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
こ
の
受
付
期
間
か
過
ぎ
て

申
請
に
巡
場
合
、
二
次
的
な
扱

い
と
な
り
季
ゐ
で
ご
注
意
哉

　
〈
産
休
明
け
・
昼
間
里
親
も

　
申
し
込
み
受
け
付
け
〉

　
平
成
４
年
２
月
２
日
ま
で
に

出
生
届
け
出
の
あ
っ
た
６
ヵ
月

未
満
の
乳
児
に
つ
い
て
も
、
保

保育所入所申請の集中受付日程表

育
の
申
し
込
み
が
で
き
未
了
。

園
に
よ
ぴ
保
育
開
始
月
齢
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
匁

　
ま
た
、
個
人
の
家
庭
で
保
育
一

す
る
昼
間
里
親
制
度
の
利
用
者
一

も
募
集
し
未
丁
。
　
　
　
　
一

　
こ
れ
ら
の
制
度
舎
裂
手
る

人
は
、
1
2
月
Ｈ
日
困
～
４
年
２
一

月
３
日
側
ま
で
に
保
育
課
へ
申
一

し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
。
ヽ

月日= 場　所‘ 対　象　園

12/11
　俐

のぼり保育園
北木幡保育所・木幡保育所

のぼリ保育園・明星保育園

伊勢田保育園
伊勢田保育園・南浦保育園

西小倉保育所・北小倉保育所

12/12
　困

大久保保育所
同胞保育園・くりくま保育園

大久保保育所

りi島保育所 いずみ保育園・横島保育所

12/13
　白

小倉双葉園
　　保育所

Elf保育所・ひいらぎ保育m

小倉双葉園保育所

なかよし保育園 三室戸保育園・あさひ保育園
なかよし保育園・宇治保育所

　　　　　　　　　　　－○受付時間はいずれも午前10B#～午後4 時。

精神薄弱者に対する
旅客鉄道割引

12月１日(日)から実施

　
精
神
薄
弱
者
に
対
す
る
旅
客
運

賃
割
引
制
度
が
、
十
二
月
一
日
か

ら
実
施
さ
れ
章
ｙ
。

■
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｒ
）

　
下
表
の
と
お
り
。

　
な
お
、
各
民
営
鉄
道
に
つ
い
て

も
、
Ｊ
Ｒ
に
準
じ
た
制
度
の
適
用

が
驀
兄
Ｅ
未
了
。

■
航
空
会
社

　
国
内
航
突
覆
の
国
内
定
期
路

線
の
運
賃
が
、
次
の
と
お
り
、
二

割
五
分
引
政
と
な
り
ホ
チ
。

▽
第
一
種
精
神
薄
弱
者
（
満
十
二

　
歳
以
上
）
↓
父
及
び
介
添
人

▽
第
二
種
精
神
薄
弱
者
（
満
十
二

　
歳
以
上
）
・
：
本
人
だ
け

　
※
療
育
手
帳
に
記
載
さ
れ
た
障

害
の
程
度
が
「
Ａ
」
の
人
が
第
一

種
精
神
薄
弱
者
、
「
Ｂ
」
の
人
が

第
二
種
精
神
薄
弱
者
で
す
。

割
引
制
度
を
受
け
る
た
め

療
育
手
帳
の
書
き
換
え
を

　
割
引
運
賃
で
乗
車
す
る
場
合
、

療
育
手
帳
の
提
示
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
必
ず
、
療
育
手
帳
の

運
賃
減
額
欄
な
ど
の
書
張
換
え
を

受
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
書
藻
換
え
の
申
請
は
、
福
祉
年

金
課
障
害
福
祉
係
窓
口
で
竹
っ
て

い
未
丁
。
療
育
手
帳
、
印
鑑
、
顔

写
真
（
三
ｔ
Ｘ
四
ぢ
、
白
黒
・
カ

ラ
ー
と
も
可
）
一
枚
夕
痔
参
し
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
障
害
福
祉
係

（
内
線
３
３
５
）
へ
。

J Rが経営する鉄道・航路・自動車線の運賃割引

へ 本人と介添人が乗車する場合 本人だけが乗車する場合

割引対象者 第１種精神薄弱者 第1･ 2種精神薄m者

普通乗車券 5 割引き 片道lOOkmを超える場合5訓|き

定期乗車券 // な　し

回数乗車券 ﾉﾉ な　し

急　行　券 ﾉﾉ な　し

※ただし、第２種精神薄弱者でも12歳未満なら、本人とその介添人が

胃
・
乳
が
ん
検
診
申
し
込
み
受
け
付
け
中

高
齢
者
福
祉
課
（
内
線
3
6
0
、
5
0
5
）

平成4年度

保育所入所申請

12/11(水)から保育課　内線

339

保育課　内線339

図
書
館

　
▼
と
き
・
・
・
平
成
４
年
３
月
の
平

日
の
午
前
中
▼
と
こ
ろ
…
京
都
第

一
赤
十
字
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
▼

検
査
項
目
・
・
・
尿
、
血
液
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
、
胃
腸
透
視
、
心
電
図
、

内
科
、
子
宮
が
ん
ｙ
定
員
・
：
6
1
人

▼
費
用
・
：
無
料
（
た
だ
し
精
密
検

査
は
本
人
負
担
）
▼
申
し
込
み
・
・
・

1
1
月
3
0
日
出
ま
で
に
福
祉
年
金
課

母
子
児
童
福
祉
係
窓
ロ
ヘ
（
電
話

で
の
申
し
込
み
は
不
可
）
。



保健・衛生・相談・移動図書館（11月分）

　　　献血

●6日(宇治市産業会館=

10時～正午とI3時

　～15時半、宇治ライオンズクラブ主催)。

　12日(コピア〈株〉関西工場=

10時～正午。

　宇治黄柴病院=

13時半～15時半)。

　　飼えなくなった犬・猫の引き取り

●毎週月曜日(宇治保健所=

9時～10時半。

　ただし、11月４日〈休〉は除く)。

　　　相談あんない

●青少年相談(22日､宇治公民館13時～16時)。

●法律相談(7日、14日、21日、28日、社会

　福祉協議会・昔22

･

5650,相談は13時半か

　ら。予約制ですのであらかじめ電話で問い

　合わせを。相談日ごと先着10人)。

●京都府交通事故相談(6日. 20日。京都府

　宇治地方振興局・S21･2049, 9時～16時）。

r…………………………………………………………………i

:　社会福祉協議会の年金・結婚・登記・：

心配ごとなどの相談日程や､行政一人権･

消費生活・精神薄弱者相談の日程は、３

年度版「市民カレンダーと于びき」に掲
載。ご利用ください。　　　　　　　　ｉ

　このほか，市政相談と一般生活相談は:

　　　　　　　　-　　-．,-...‥..一一,.‥.,.E
市役所市民相談室で, 消費苦情相談は自

治振興課で、教育相談は教育委員会で、

日曜日、閉庁土曜日、祝日を除く毎日受

け付け。家庭児童相談は月～金曜日の10

時～16時に総合福祉会館3階の家庭児童

相談室(S23・8698)‘で。

11月9日～15日

秋の火災予防運動

｢毎日が火の元警報発令中｣
　
消
防
本
部
で
は
、
「
川
番
の
日
」

の
十
一
月
九
日
巾
か
ら
十
五
日
示

ま
で
の
一
週
間
、
「
毎
日
が
火

の
元
警
報
発
令
中
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
秋
の
穴
災
予
防
運
動
を

展
開
し
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
火
災
が
発
生
し
や

す
い
季
節
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん

も
、
火
事
の
な
い
明
る
い
暮
ら
し

の
た
め
に
、
次
の
「
七
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
。
家
庭
で
実
践
し
ま
し

　
〈
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

①
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ

　
捨
て
を
し
な
い

②
子
供
に
は
、
マ
″
チ
や
ラ
イ
タ

　
ー
で
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
、
尽
扉
ハ
を

　
し
な
い

ｍ
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

　
の
場
か
離
れ
な
い

番
の
か
け
方
な
ど
に
つ
い

て
も
家
族
み
ん
な
で
話
し

合
い
ま
し
ょ
う
。

▼
火
事
の
と
き
は
・
古
場

　
所
と
名
前
を
は
っ
き
り

　
と
○
目
標
（
目
印
）
に

　
な
る
も
の
を
Ｏ
状
況
を

　
正
Ｌ
ｙ
ヽ

▼
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

　
＝
・
○
場
所
と
目
標
を
は

　
っ
き
り
と
○
事
故
の
内

　
容
と
け
が
な
ど
の
程
度

　
を
○
あ
な
た
の
名
前
と

　
電
話
番
号
を

了
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

　
の
を
置
か
な
い

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い

１
　
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

　
も
の
か
近
つ
け
な
い

　
火
事
や
救
急
の
時
は
1
1
9
番
へ

　
　
「
川
番
の
日
」
を
機
会
に
、
Ⅲ

　
1
1
9
番
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
消

防
を
結
ぶ
ホ
″
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

落
ち
管
い
て
は
っ
き
り
と
通
報
し

ま
し
ょ
う
。

　
消
防
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て

は
、
最
寄
り
の
消
防
（
分
）
署
へ
気

軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
萱
2
0
・
１
５
１
１

2
9
日
吻

2
8
日
木

2
6
日
出

2
2
日
1

２
１
日
團

1
9
日
㈹

1
5
日
合

1
3
日
南

1
2
日
出

８
日
吻

７
日
團
・

６
日
南

５
日
肉
日
そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

北
袱
島

広
　
野
開
伊
勢
田

蔭
山
棋
　
島

南
小
倉

平
　
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

．
南
陵
町

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
槃

木
　
幡

岡
　
屋

福
　
角

羽
戸
山

平
尾
台

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

―
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
３

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
３

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

４
‘
０
　
５
・
０

１
・
５
～
１
・
４

３
・
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

1
0
晶
ー
Ｈ
祐

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
―
・
５

３
・
０
　
４
・
０

１
’
３
ー
ー
・
２

０
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
３

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
５
・
０

―
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
～
―
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
０

1
0
0
0
ー
１
１
ぃ
陥

３
・
０
　
５
’
０

１
・
３
ー
ー
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
．
５
～
―
・
４

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
２

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
１
・
５

1
3
3
0
～
1
4
祐

４
・
０
　
５
・
０

‘
―
・
２
～
１
・
５

1
3
一
3
0
～
1
4
‥
0
0

駐
車
時
間

北
横
島
小
学
Ｊ

大
久
保
小
学
Ｊ

開
公
民
分
館
ゝ

伊
勢
田
小
学
Ｊ

ユ
ニ
チ
カ
杜
恚

南
落
介
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

南
小
倉
小
学
Ｊ

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
″

旦
椋
公
会
堂
Ｊ

西
小
介
叩
学
校
北

南
陵
第
２
翌
参

北
小
倉
小
学
″

汚
水
処
理
場
｀

志
沁
川
バ
ス
駐
車

宇
治
小
学
校
西
門

木
幡
公
民
館
Ｊ

岡
屋
小
学
校

五
ヶ
庄

福
角
市
営
住
｛

羽
戸
山
集
会
所
樹

平
尾
台

第
１
児
童
公
闇

明
皿
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
ら

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場
所

※ 「緑ヶ原」は蔭田緑地の工事のため、巡回を中止します。

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
1
1
月
分
）

移
動
図
書
館

11月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（清掃事務所内線316～318） し尿（城南衛生管理組合電話075－631－5171）

お
願
い
い

し尿収集漏れ

にはご連絡を
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